
２０１０年度ちょボラ実績報告
収集期間：2010年4月～2011年3月

みなさんからの温かい気持ちが人の役にたっています！
ありがとうございました。今後もみなさんの身の回りにあるものをご提供ください。
よろしくお願いいたします。

ちいさな
ことから
こつこつと

◆ペットボトルキャップ
・実 績： 3,040,867個
・寄贈先： エコキャップ推進協会（神奈川県横浜市）
集めたキャップはプラスチック加工会社へ引き渡し、キャップの重量に応じた
金額をエコキャップ推進協会へ支払います。そのお金を、エコキャップ推進協
会がワクチンを途上国へ届ける団体へ寄付し、ワクチンを届けています。
ペットボトル800個でポリオワクチン1人分（20円）を届けることができ、発展
途上国にいる子どもの命を救うことができます。
＊東日本大震災発生後、2011年8月末までの回収分を、被災地復興支援
にあてる活動を行ってきました。
全国から集まったエコキャップの売上金はエコキャップ推進協会から東日本大
震災被災地へ義援金として寄付されました。

・5/14 宮城県 1,000万円
・7/15 岩手県 1,000万円
・7/27 福島県 1,000万円
・9/16 茨城県 1,000万円

◆ベルマーク・使用済みプリンターカートリッジ
・実 績： ベルマーク 2,614.6点、カートリッジ 2,136個
・寄贈先： ベルマーク教育助成財団、事業所のある地域の社協、
豊橋善意銀行、（財）オイスカ、豊橋市立の小学校
通常は、上記団体へ寄贈していますが、2011年3月に発生した東日本大
震災の被災地支援をするため、2010年4月～2011年12月末までに集
まった分を、まとめてベルマーク教育助成財団へ寄贈することにいたしま
したので、ご了承ください。

◆未使用＆・使用済みプリペイドカード
・実 績： 未使用品 １６２枚、 使用済品 １３７枚
・寄贈先： 使用済品：事業所のある地域の社協、豊橋善意銀行

未使用品：東日本大震災被災地のNPO
回収された使用済プリペイドカードは業者が買取り、換金されたその代金が盲
老人ホームの運営費の一部になります。また、未使用品は東日本大震災被災
地のNPO団体へ寄贈いたしました。

◆プルトップ
・実 績： 2,072kg（車いす８台分）
・寄贈先： WAFCA（愛知県刈谷市）
集めたプルトップは金属加工会社へ売り、そこで得た代金を車いす購入
費用としてWAFCAに寄贈します。
＊この活動は「車いす贈り隊」という名前で行っています。

車いす寄贈報告書



◆文房具
・実 績： 鉛筆、消しゴムなど 計1,127個
・寄贈先： 財団法人オイスカ（愛知県豊田市）
オイスカを通じて、アジアの国々の子どもたちの教育用文具として活躍します。

寄贈風景文房具（一部）

◆サルビアスタンプ
・実 績： 128枚
・寄贈先： 安城市社会福祉協議会（愛知県安城市）
安城市社会福祉協議会の福祉事業に活用されています。
（スタンプは安城市のサルビア加盟店でお買い物をした際にもらえます）

受領書サルビアスタンプ見本

◆使用済みメガネ
・実 績： 53個
・寄贈先： メガネプラザ金山店（愛知県名古屋市）
メガネプラザがタイへメガネを持参し、高価なメガネが買えずに
困っている方々の目に合わせてレンズを入替え、配布しています。

受領書

◆外貨
・実 績： 外国紙幣 3,709円分

＋外貨コイン
・寄贈先：安城市社協、
公益財団法人日本ユニセフ協会（東京都）、
開発途上国の子どもたちの生命と
健康を守るために役立てられます。

受領書

使用済みメガネ

外貨



◆使用済み切手
・実 績： 約7.5Kｇ
・寄贈先： 事業所のある地域の社会福祉協議会、豊橋善意銀行
国内外のコレクターにより換金され、その代金が盲老人ホーム等の運営費の
一部になります。

外国切手 日本切手

◆未使用切手・書き損じハガキ
・実 績： ハガキ 1,473枚、切手 3,940円分
・寄贈先： WAFCA（愛知県刈谷市）、安城社協、幸田社狭。豊橋善意銀行
書き損じハガキは郵便局で切手に交換し、それと未使用切手を輸送費に
あて、ＷＡＦＣＡから、その輸送費と同額を、タイや中国を中心としたアジア
の障がい児に車いす購入費用として寄付しています。（ＷＡＦＣＡ）

書き損じハガキ 未使用切手

◆カレンダー
・実 績： 735個
・寄贈先： 愛知淑徳大学 国際交流センター
大学に通う、留学生たちに帰国時のお土産用として寄贈したところ、
たいへん喜んでいただけました。

寄贈風景

◆お知らせ
・以下の物品は回収期間終了になりました。今までご協力
いただき、ありがとうございました。

・ロータスクーポン

寄贈風景


